
５-２ 第１回話し合い（９月２７日）の結果 
テーマ「交通、環境などで心配なことへの対策」 

話し合いの結果の見方 

(1)シール投票結果 

・下記(3)の中分類得票数の上位３傑を掲載。

※1 

例 

(2)“まとめた意見”の傾向と分析 

・集計表の投票結果をもとに出された意見の考

察。 

・特に(1)において得票数の多かった“まとめ

た意見”、特徴的な“残したい意見”について

の傾向を分析。 

例 

例  (3)“まとめた意見”の集計結果および一例 

・ご意見の例は、最多得票の意見を掲載。※2

・同数票の場合は意見を複数掲載。※3 

 

 例 

(4)集計表 

・複数の分類項目にまたがる意見や判断が難し

い意見については事務局の判断で分類を実

施。 

・【 】内はグループ名を示す。 

・得票率は、合計が 100%となるように一部端

数を処理。 

  

(5)話し合いワークシート 

・シール投票は、持ち票を１人につき８票まで

として実施。 

・シール投票では、各テーマの表型ワークシー

トの下段の“まとめ”へのみ投票を行った（“残

したい意見”への投票は行っていない）。 

例 

※グループ数は、全部で 15 ですが、統合して調整を行ったため、グループ５、１０が欠番となっています。

 

地図型ワークシート 

グループ№ 

○-Q1 

Q１.交通、環境などで心配なことへの対策 

 ※1 中分類
率(%) ご意見の例 

*************** など 

*************** 

*************** など 
**%

*************** など 

※2

※3
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（１）シール投票結果 

  シール投票の傾向 

■幹線交通に関する意見                     ： ９８票 

■地区交通に関する意見                     ： ７１票 

■土地利用に関する意見                     ： ６７票 

 
（２）“まとめた意見”の傾向と分析（再掲） 
 

○話し合いの結果から、“まとめた意見”を第１回検討会と同様に「交通」、「環境」、「まちづ

くり」、「安全・安心」、「工事中」、「用地・補償」、「計画検討の進め方」に大分類を行った。 

○「交通」への関心が最も高く、その中でも「幹線交通」や「地区交通」については、多くの

グループから意見が出され、関心が高くなっている。この中で、「東八接続(ルーフ式、井の

頭線、踏切立体等)」という意見に多くの投票があった。 

○ 「まちづくり」については、「土地利用」に関する関心が高かく、「蓋かけ部分に農地、市

民農園、産直センター等を作る。」という意見に投票が多かった。 

○ その他シール投票の傾向で分析した項目以外では、「環境」については、「地下水」に関す

る意見が多く、「地下水対策に関する専門部署をつくる」という意見に投票が多い。また、

「工事中への交通への影響」に関する「中央道に工事用インターを作る。工事車輌は地域

を通らせない」、「用地・補償等」に関する「事業確定前に代替農地を確保できる法律改正」、

「計画検討全般」に関しては「不測の事態があったときは計画中止の決断をする」などの

意見に投票が多かった。 

○交通、環境に関する“残したい意見”として、「自転車道の整備」や「電気自動車の普及」

などの意見が出されていた。 

 

※１ 詳細は、巻末の「ワークシートデータ」をご参照下さい。 

※２ ご意見については、シール投票において２０票以上あったものを掲載しています。 
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（３）“まとめた意見”の集計結果および一例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご意見の例

地区交通 71 14%
生活道路の確保のために
・ジャンクションのふたがけや実施をする　・環状道路　など

幹線交通 98 20% 東八接続（ループ式、井の頭線、踏切立体他）　など

広域交通 19 4% 中央高速道路高井戸の下り線を必ず整備する

大気質 29 6% 換気ではNOxとSPMを最新の設備で除去すること　など

地下水 60 12% 地下水対策に関する専門部署をつくる　など

環境一般 5 1% インターチェンジ周辺の環境対策　など

まちづくり全般 7 1% 三鷹のコミュニティＦＭ局を作って交通情報を提供して欲しい

土地利用 67 14% 蓋かけ部分に農地、市民農園、産直センター等を作る　など

交通安全・治安 8 2% 安全確保のための交番追加、照明を増やす

災害・事故時の対応 5 1% 利便性の高い有効活用（緊急時対策として）

工事中の交通への影響 36 7% 中央道に工事用インターを作る。工事車輌は地域を通らせない　など

工事中の環境への影響 7 1% 工事中の地下水の変化を監視　など

工事中の安全性 4 1% トンネル（工事）における過去の事故事例を調査・検証する

用
地
・

補
償

用地・補償等 30 30 6% 6% 事業確定前に代替農地を確保できる法律改正　など

計画検討全般 29 6% 不測の事態があったときは、計画中止の決断をする

情報の提供 22 4%
地下水、大気汚染、交通予測など
更に精緻なデータを示し市民への説明の機会を増やして欲しい　など

ま
ち
づ
く
り

74 15%

環
境

話し合いの結果

交
通

188

得票数(票) 得票率(%)

38%

47 9%

総計497 100%

94 19%

安
全
・
安
心

13 3%

計
画
検
討

の
進
め
方

51 10%

工
事
中
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（４）集計表 
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５-３ 第２回話し合い（９月２８日）の結果 
テーマ「まちづくりで心配なことへの対策」 

話し合いの結果の見方 

(1)シール投票結果 

・下記(3)の中分類得票数の上位３傑を掲載。

※1 

例 

(2)“まとめた意見”の傾向と分析 

・集計表の投票結果をもとに出された意見の考

察。 

・特に(1)において得票数の多かった“まとめ

た意見”、特徴的な“残したい意見”について

の傾向を分析。 

例 

例  (3)“まとめた意見”の集計結果および一例 

・ご意見の例は、最多得票の意見を掲載。※2

・同数票の場合は意見を複数掲載。※3 

 

 例 

(4)集計表 

・複数の分類項目にまたがる意見や判断が難し

い意見については事務局の判断で分類を実

施。 

・【 】内はグループ名を示す。 

・得票率は、合計が 100%となるように一部端

数を処理。 

  

(5)話し合いワークシート 

・シール投票は、持ち票を１人につき８票まで

として実施。 

・シール投票では、各テーマの表型ワークシー

トの下段の“まとめ”へのみ投票を行った（“残

したい意見”への投票は行っていない）。 

例 

※グループ数は、全部で 15 ですが、統合して調整を行ったため、グループ５、１０、１５が欠番となってい

ます。 

 

地図型ワークシート 

グループ№ 

○-Q1 

Q１.交通、環境などで心配なことへの対策 

 ※1 中分類
率(%) ご意見の例 

*************** など 

*************** 

*************** など 
**%

*************** など 

※2

※3
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（１）シール投票結果 

  シール投票の傾向 

■土地利用に関する意見                     ：１１０票 

■まちづくり全般に関する意見                   ：６２票 

■地域分断に関する意見                      ：６０票 

 
（２）“まとめた意見”の傾向と分析（再掲） 
 

○“まとめた意見”を第１回話し合いの結果から分類した「交通」、「環境」、「まちづくり」、「安

全・安心」、「用地・補償」、「計画検討の進め方」の大分類項目に従い整理をした。 

○ 「まちづくり」の意見としては、「土地利用」に関するものが多く、複数のグループから蓋

かけ部分の利活用に関する意見が出されていた。また、「まちづくり全般」や「地域分断」

への関心も高く、「都市型農業モデル地区としての象徴的な利用(市民農業直売センター、

農家による指導)」や「地域住民の意見を最優先にしたコミュニティ」などの意見に対して

投票が多くなっている。 

○ シール投票の傾向で分析した項目以外では、「計画検討の進め方」に関して「計画の根本的

見直しを(町づくりでなく町こわした)」、「三鷹市独自の予測データを出し、市民に周知する」

などの意見に投票が多かった。 

○まちづくりに関する“残したい意見”として、「まちづくり全般」や「土地利用」などにつ

いて、複数のグループから意見が出されていた。 

※１ 詳細は、巻末の「ワークシートデータ」をご参照下さい。 

※２ ご意見については、シール投票において２０票以上あったものを掲載しています。 
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（３）“まとめた意見”の集計結果および一例 
 
 
 

ご意見の例

地区交通 30 6%
生活道路（歩行者・農業者用）の整備（フタ掛け部・（エスカレーター・エレ
ベーター設置））　など

幹線交通 27 5% 基幹道路（計画道路）の先行整備　など

大気質 8 2% 換気塔の力を強化する

地下水 6 1% 地下水を確保するための工法

景観 14 3% 換気塔周辺の利用（森にしてかくす）→北の富士　など

環境一般 14 3% 環境対策　環境監視機構を作り、観測ポイントを増し、継続的に監視

まちづくり全般 62 13%
都市型農業モデル地区として象徴的な利用（市民農園直売センター、農家による
指導）　など

地域分断 60 12%
中央ジャンクション中心部に地区公会堂をつくりその回りをループ道で結ぶ な
ど

土地利用 110 23% 東八との交差点エリア計画拡大・緑化　など

安
全
・

安
心

交通安全・治安 21 21 4% 4%
治安対策 市全体に交番の増設市役所に対策窓口を設置（工事前、中、後） な
ど

用
地
・

補
償

用地・補償等 43 43 9% 9% 農地の代替地を事業決定前に決める（ふたがけの上を農地として使用）　など

計画検討全般 57 11% 計画の根本的見直しを（町づくりでなく町こわしだ）　など

情報の提供 13 3% 計画及び事業段階での情報提供の徹底（ネガティブ情報）

予測結果 26 5% 三鷹市独自の予測データを出し、市民に周知する

得票率(%)

57

計
画
検
討
の
進
め
方

話し合いの結果

交
通

得票数(票)

環
境

ま
ち
づ
く
り

11%

9%42

総計491 100%

96 19%

232 48%
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（４）集計表 
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５-４ 第３回話し合い（９月２８日）の結果 
テーマ「外かく環状道路中央ジャンクションができることでまちづくりに期待すること」 

話し合いの結果の見方 

(1)シール投票結果 

・下記(3)の中分類得票数の上位３傑を掲載。

※1 

例 

(2)“まとめた意見”の傾向と分析 

・集計表の投票結果をもとに出された意見の考

察。 

・特に(1)において得票数の多かった“まとめ

た意見”、特徴的な“残したい意見”について

の傾向を分析。 

例 

例  (3)“まとめた意見”の集計結果および一例 

・ご意見の例は、最多得票の意見を掲載。※2

・同数票の場合は意見を複数掲載。※3 

 

 例 

(4)集計表 

・複数の分類項目にまたがる意見や判断が難し

い意見については事務局の判断で分類を実

施。 

・【 】内はグループ名を示す。 

・得票率は、合計が 100%となるように一部端

数を処理。 

  

(5)話し合いワークシート 

・シール投票は、持ち票を１人につき８票まで

として実施。 

・シール投票では、各テーマの表型ワークシー

トの下段の“まとめ”へのみ投票を行った（“残

したい意見”への投票は行っていない）。 

例 

※グループ数は、全部で 15 ですが、統合して調整を行ったため、グループ５、１０、１５が欠番となって

います。 

 

 ※1 中分類
率(%) ご意見の例 

*************** など 

*************** 

*************** など 
**%

*************** など 

※2

※3

地図型ワークシート 

グループ№ 

○-Q1 

Q１.交通、環境などで心配なことへの対策 
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（１）シール投票結果 
 

  シール投票の傾向 

■土地利用に関する意見                     ：１５８票 

■まちづくり全般に関する意見                  ：１３５票 

■計画検討全般に関する意見                   ： ７６票 

 
（２）“まとめた意見”の傾向と分析（再掲） 
 

○“まとめた意見”を「交通」、「環境」、「まちづくり」、「安全・安心」、「用地・補償」、「計画

検討の進め方」の大分類項目に従い整理をした。 

○「まちづくり」に関する意見として、「土地利用」に関するものが最も多く、「ふた掛け部の

有効利用」や「公園化」に関して複数のグループから意見が出されていた。特に、「コミュ

ニティ運営する温泉を作る(三鷹ジャンクセン)」という意見に投票が多かった。 

○「まちづくり全般」に関する意見としては、三鷹市らしさの創出を期待する具体的なアイデ

アが出されていた。 

○「計画検討の進め方」の意見として、「計画検討全般」に関しては、「計画を変更・中止する

勇気を持つ」という意見に投票が多かった。 

○“残したい意見”では、「発案が難しい」としながらも、当該計画地を愛着のもてる場所と

したいという意見が出されていた。 

※１ 詳細は、巻末の「ワークシートデータ」をご参照下さい。 

※２ ご意見については、シール投票において２０票以上あったものを掲載しています。 
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（３）“まとめた意見”の集計結果および一例 
ご意見の例

地区交通 31 6% コミュニティバスの増設（巡回回数を多く　料金を安く）　など

幹線交通 12 2%
東八道路、幹線道路の整備（歩道・自転車道・交差点改良工事） な
ど

大気質 0 0% 排気ガスの完全無害化をすること

景観 6 1% 換気所を緑豊かなモニュメントにする（外部から人が訪れるような）

環境一般 7 1%
地下水・大気の保全設備は最新・最善のものを（水質・大気質は現状
維持）　など

まちづくり全般 135 27% 都市型農業の発信の地（アモーレ）　など

地域分断 9 2% 分断対策としてジャンクション上の小学校・公会堂

土地利用 158 32% コミュニティ運営する温泉を作る（三鷹ジャンクセン）　など

安
全
・

安
心

交通安全・治安 8 8 2% 2% 道路整備により安心出来る道路環境　など

用地補償等 33 6% 影響を受ける住民の声をきき、買収範囲の拡大　など

生活基盤への影響 1 1% 高速代による税金他への還元

計画検討全般 76 15% 計画を変更・中止する勇気を持つ　など

意見反映 21 4% 計画の進め方として、継続的で実質的な市民参加のしくみを作る

情報の提供 2 1% 地域メディアを積極的に活用し、情報の共有

計
画
検
討
の
進
め
方

99 20%

7%

用
地
・
補

償 34

総計499 100%

話し合いの結果 得票数(票) 得票率(%)

ま
ち
づ
く
り

302 61%

2%

交
通

43 8%

環
境

13

60



 
 
 

（４）集計表 
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